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バレー

野球

地区新人大会　立中生大健闘
　９月１５日（土）から１７日（月）まで開催された地区新人大会では、各競技会場で立中生の熱い戦いがありま
した。その結果を報告します。また、各部顧問・担当からのメッセージを掲載しました。 
　◎が県大会出場の団体・個人です。団体では５種目が県大会に出場します。１・２年生は大健闘しました。県ブ
ロック大会は、１０月２０日（土）に行われます。その激励会は１０月１６日（火）に行われます。

ソフトテニス

卓球

予選リーグ１位 
○２-０鶴三 
○２-０羽黒 
決勝トーナメント 
１回戦 
○２-０余目

男子団体予選リーグ　 
Bブロック３勝０敗　1位通過 
○２-１鶴三 
○３-０藤島 
○３-０温海

１回戦 
○１５-６三川（５回コールド） 
２回戦 
○７-６鶴四 
準決勝 
●０-８鶴一（５回コールド）　第３位

つよく
かしこく

あたたかく

女子団体予選リーグ　 
Aリーグ０勝３敗　４位 
●０-３鶴三 
●１-３鶴四 
●２-３温海 
女子個人１・２年オープンの部 
佐藤怜美　ベスト16

男子個人 
佐藤懸太・佐藤柊太　ベスト８ 
女子個人 
櫻田梨緒・村井菜美　ベスト16

女子個人１年の部 
阿部愛加　優勝 
大川蓮夏　準優勝 
富樫美優　ベスト８ 
清野凜　　ベスト８ 
齋藤里菜　ベスト８

柔道男女優勝　バレー準優勝　野球３位 テニス３位　剣道男子３位

　３チーム合同でのオープン参加でしたが、鶴三中、櫛引中
の生徒とのコミュニケーションをとりながらプレーできまし
た。試合でも２人とも活躍し、３位という結果に貢献しまし
た。今後も厳しい環境に変わりはありませんが、今回の経験
を自信にして、春の総体に向けて頑張ります！（久松雄樹）

　準優勝できたのは、苦しい場面でお互いに顔を見合わせて、今何を一
番大事にしてプレーしなくてはいけないのかを確認することができたか
らだと思います。どの試合でも自分たちのペースに持ち込んでプレーで
きなかったセットがありました。ミスが続いたとき、なかなか点数を取
ることができない時に、粘り強くレシーブができたことでセットを落と
さずに勝ち進むことができたのは大きな成果だと思います。自分たちの
課題を再確認・修正して次は優勝をつかみ取りましょう！（池田達弥）

　これまでの練習の成果を発揮できた
大会となりました。夏の大会の反省を
生かして１ヶ月間頑張ってきたおかげ
だと思います。これから、声をだし、
足を動かしてレベルアップできるよう
にしていきましょう。（真坂和希）

　少ない人数ながら、一人ひとりが力を出し合い、９人全員で戦い掴んだ団体３位入賞でした。
「ここ！」一本、強気に攻める立中らしいプレーを県北大会で期待しています。（田中　南）

体操
　練習した成果を、大きなミスなく発揮し、き
れいな演技にまとめあげました。この経験を生
かして、技の完成度を上げ、さらに高得点を目
指し頑張ることを期待します。（髙橋美佐）

女子個人 
鶴巻莉乃　総合６位 
　段違い　５位 
　平均台　５位

　床　　　５位 
　跳馬　　５位

決勝トーナメント 
１回戦 
○２-０鶴二 
●０-２余目　第３位◎

準決勝 
○２-０鶴四 
決勝 
●０-２朝日 準優勝◎

※個人戦は２回戦以上進出を掲載しています。
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文責：校長　中 里 浩 也

男子バスケ

柔道

剣道

バドミントン

水泳

男子団体３勝０敗　優勝◎ 
○４-１温海 
○２-２三川 
○３-１鶴一 
女子団体１勝０敗　優勝◎ 
○２-０鶴四

男子個人 
本間和真　　５位 
黒沼陽太　２回戦惜敗 
女子個人 
小栁さくら　８位

男子団体予選リーグ　 
bブロック　０勝２敗　３位 
●39-72櫛引　　　　 
●31-78藤島

男子総合　第４位

男子個人 
松浦翼　　　　優勝◎ 
真田知尚　　　準優勝◎ 
阿部一歩　　　第３位◎ 
太田陽日樹　　優勝◎ 
女子個人 
小林愛奈　　　準優勝◎ 
小野心乃葉　　優勝◎

男子個人 
長南拓　　ベスト16◎ 
佐藤亮太　２回戦惜敗 
齋藤陽太　２回戦惜敗 
佐藤剣太郎２回戦惜敗 
女子個人 
山口朱音　ベスト８◎ 
太田帆香　ベスト14◎

音楽鑑賞教室　

平泳ぎ　　　池田優希　第４位 
バタフライ　西村大和　第４位 
フリーリレー　（池田・齋藤・奥山・西村）　第４位 
メドレーリレー（奥山・齋藤・西村・池田）　第５位

　部員６名中１名ケガという状況での試合。ファー
ル１つにも気が抜けない中、果敢に攻める姿が印象
的でした。チームの課題にも気づいた実り多い大会
になりました。（池田聡子）

　男子は１年生だけでよく頑張
りました。女子はとても勢いの
ある試合ができました。今大会
でわかった課題を克服するため
に、日々の稽古に力を入れましょ
う。為せば成る。（笹山正志）

　個人、リレー全種目でエントリータイ
ムを上回り、男子総合第４位の成績を収
めることができました。（鈴木　清）

　目標を持ち、これまで取り組んできた成果が表れ
た試合でした。積極的に攻めたり、声を出す場面が
増えてきました。更に自分のプレーを磨くことを期
待します。（澁谷浩子）

　新チームになってから、新人戦に向け
て毎日キャプテンを中心に頑張って練習
してきました。男子・女子ともに出場選
手全員が北ブロック大会に進むことがで
きました。北ブロック大会に向けてさら
に頑張ってきましょう。（進藤陽菜）

　芸術鑑賞教室は、庄内にいながらにして、生徒に質の高い芸術に触れさせることを目的に毎年開かれている行事です。
今年は東京ブロックフレーテアンサンブルのリコーダー演奏です。 
　東京ブロックフレーテアンサンブルは、全日本リコーダーコンテストにおいて最優秀賞を受賞したメンバーを中心に
結成されました。リーダーの金子健治氏は、NHKの「ふえはうたう」などに出演し、福山雅治等の多くのミュージシャ
ンのCDにも参加し、活躍されている方です。７０分に渡り心に染み入る音楽を聴かせていただきました。個人的には、
コンサート中程に温かい音色で演奏された哀愁漂うアイルランド民謡「サリーガーデン」に癒されました。 
　さらに、リコーダーアンサンブルをバックに、立中生全員による「夢の世界を」の合唱をさせていただきました。
演奏後、ブロックフレーテアンサンブルの皆さんから、「こんなに正確な音をきれいに響かせている『夢の世界を』
を聞いたことがない。」と、立中生の合唱を褒めていただきました。これを自信にし、さらに、２学期の合唱の取り
組みに励んでいきましょう。

男子団体 
予選リーグ　３勝１敗　２位通過 
○０-３藤島 
○４-０朝日 
決勝トーナメント 
●０-２余目　第３位◎

○３-０三川 
○１-０鶴二

立中生と東京ブロックアンサンブルのコラボ８種類のリコーダーを吹かせていただきました

アルト

クライネソプラニーナ
ソプラニーノ ソプラノ

テナー
バス

グレートバス
コントラバス

東京ブロックフレーテアンサンブル　温かなリコーダーの音色に心癒される
9.12 響ホール


